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児童・生徒の現状・課題 
①自己の課題が分かり、方法を選択しながら学べるよう

になること。 

②他者の意見や多様な個性を受け入れて、学びを得る

こと。 

 

具体的な手だて① 

〇誰もが安心してすごせる環境づくりをする。 

・子どもたちが安心して学習するための授業規律を

つくる。 

・町田市特別支援教育ハンドブックのUD授業振り

返りシートを活用し、学習環境・生活環境を整える。 

具体的な手だて② 

〇個の特性やよさを生かせる場面を設定する。 

・課題を設定する場面をつくる。 

具体的な手だて③ 

〇児童が個人の課題をつかめるように導入の工夫

を図る。 

総括（７月） 
児童の実態における本校課題は、①誰もが安心して過ごせる環境づくりを行うこと、②個を集団の中で

生かしながら、個々の児童の力を最大限に引き出すことの２点である。 

〇通常の授業を参観し、感想を共有する。 

・参観後は授業者にフィードバックする。スプレッドシ

ートを活用し、よかった点を職員間で共有する。 

〇毎週水曜をOJT タイムとして、安心できる学習環

境、個の力を生かすことに関して、一人一回実践報

告をする。 

総括（１月） 
各学年とも学習への意欲は概ね高く、特に友だちとの交流や協力的な活動を通して前向きに取り組む
姿が多く見られる。一方で、共通する課題として、授業のはじめに前時の振り返りや課題・めあてを
十分に確認できていないこと、学習方法を自ら選択したり、間違えた際に試行錯誤したりする力が十
分に育っていない点が挙げられる。また、教師主導でない場面では、めあてに対する思考が広がりに
くい傾向も見られる。今後は、児童が「解決したい」と感じられる課題設定や、学級全体での合意形
成、個人でめあてを選択する場を設けることが重要である。加えて、「分からない」と言える学級環
境づくりや、毎時間の振り返りを通して、主体的に学びを深め、学習内容の定着を図っていく必要が
ある。 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇自己理解を深め、関わり合いの中で他者を受け入れ、

よりよい関係性を築くことができるようにする。 

〇自己の課題が分かり、課題解決のために個人や友達

と学習を進めることができるようにする。 

※肯定的回答の割合（％） 

児童生徒調査 昨年度 目標値（８月） 結果（１月） 

①自分から進んで計画を立て

て学習している。 
8０.１ ９０ ８３．２ 

②他の人と考えを交流

したり、協力して活動に

取り組んだりすること

は、自分の力をのばす

役に立っている。 

８７．２ ９０ ９０．１ 

 

教員調査 昨年度 目標値（８月） 結果（１月） 

①授業では、学習課題や学習

過程等、児童が学び方を選択

する場面を設定している。 

６１．９ ８０ ７８．９ 

②授業では、他の人と考えを

交流したり、協力して活動に

取り組んだりする場面を設定

し、児童の思考を深めたり、

広げたりできるようにしてい

る。 

９８ １００ １００ 
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※肯定的回答の割合（％） 

児童生徒調査  結果（１月） 

①自分から進んで計画

を立てて学習している。

85.0 82.5 

７５．０ ７８．５ 

 

教員調査  結果（１月） 

85.0 ９０.5 

８5．０ ７８．５ 

児童・生徒の現状・課題 

学習への意欲は高く、課題に取り組むが、できない

ことがあると諦めてしまったり、次の手だてを取った

りすることができない。どこができていないのか、ど

うすればよいのかを振り返って考えられない。 

具体的な手だて① 

学習内容や学習計画を単元の初めに示し、見通し

をもたせる。 

 

 

具体的な手だて② 

単元の途中や１時間の途中で振り返る場面を設定

し、理解度や進捗状況を自ら確認し、修正しながら

学習できるようにする。 

 

具体的な手だて③ 

共に学習する仲間、学習する場所、ツールなど、目

的に沿って、自ら選択できる場面をどの教科にお

いても毎時間設定する。 

 

総括（５月） 

・研究のClassroomをつくり、日々の実践や

意見、相談を日々書き込めるようにする。 

・管理職の授業観察の際は、指導案を教員にも

配布し、授業を互いに見合う機会をつくる。    

総括（１月） 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇子どもたち自身が、自らの学びを自ら進めるとい

う意識を高め、理解度や進捗を振り返りながら学習

できるようにする。 


